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（昭和49年）

写真 が語る 
50年の 軌跡 

苅田町合併50周年企画 

50thKANDA

間もなく1000万台突破！

日産自動車の苅田町進出が決まり、1974
（昭和49）年6月26日、九州工場建設の起工式
が行われました。日産自動車にとって関東以外
への進出は苅田町が初めてで、自動車産業自体
の九州進出も初めてのことでした。翌1975
（昭和50）年4月には一部が操業を開始、4月
14日には九州工場で組み立てたエンジン第1号
が苅田港から座間工場に向けて出荷されまし
た。1976（昭和51）年12月、ダットサント
ラックの生産を開始。1982（昭和57）年8月
からは乗用車が生産され、世界有数の自動車工
場へと発展を続けました。
※写真は、起工式で刈り初めの儀を行う岩越忠恕日

産自動車社長（当時）

日産九州工場の起工式

合併50周年記念 
オープニングイベント 初日の出クルーズ 参加者募集 くわしくは2ページ 初日の出クルーズ 

日産自動車九州工場の自動車生産台数の累計が1000万台
に近づいています。九州工場正門前にはカウントダウンパネ
ルが設置されており、累計台数と１000万台までの残りの台
数が表示されています。
なお、正門横のゲストホールには、九州工場の歴史や工場

概要のパネルなどが展示されています。くわしくはゲストホ
ール（TEL 093・435・1137）へ。



16.11.25 ②

苅
田
町
合
併
50
周
年
記
念
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

初
日
の
出
ク
ル
ー
ズ

初
日
の
出
ク
ル
ー
ズ

遊
覧
船
ボ
イ
ジ
ャ
ー
に
乗
っ
て
、
海
の
上
か
ら
初
日
の
出

を
拝
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

陸
上
と
は
一
味
違
っ
た
初
日
の
出
で
、
記
念
す
べ
き
合
併

50
周
年
の
幕
開
け
を
迎
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
・
・
・

参
加
費
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
平
成
17
年
１
月
１
日

（
土
）
午
前
６
時
20
分
〜
（
２
時

間
程
度
）

●
集
合
場
所
　
国
土
交
通
省
苅
田

港
湾
事
務
所
（
港
町
）

●
募
集
人
数
　
１
０
０
名
（
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。）

●
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
に
次

平
成
17
年
に
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら

れ
る
苅
田
町
在
住
の
金
婚
夫
婦
を
表
彰

い
た
し
ま
す
。

当
日
記
念
写
真
や
記
念
品
を
贈
り
、

町
民
み
ん
な
で
祝
福
し
た
い
と
思
い
ま

す
。該

当
す
る
ご
夫
婦
は
左
記
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

●
表
彰
日
　
平
成
17
年
１
月
16
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
（
合
併
50
周
年
記
念
式
典

の
席
上
）

●
会
場
　
中
央
公
民
館

●
表
彰
該
当
者
　
昭
和
30
年
（
１
９
５

５
年
）
に
婚
姻
届
を
出
さ
れ
た
ご
夫
婦

で
苅
田
町
在
住
の
方
（
戸
籍
謄
本
な
ど

の
証
明
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
申
込
方
法
　
官
製
は
が
き
に
次
の
事

項
を
記
入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

●
申
込
締
切
　
12
月
15
日
（
水
）
消
印

有
効

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
役
場
総
合
政
策
課
（
〒
８
０

０
ー
０
３
９
２
　
福
岡
県
京
都
郡
苅
田

町
富
久
町
一
丁
目
19
ー
１
）

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９

※

お
申
込
み
い
た
だ
い
た
ご
夫
婦
に

は
、
表
彰
式
の
ご
案
内
状
を
お
送
り
い

た
し
ま
す
。

※
参
加
費
、
写
真
代
等
す
べ
て
無
料
で

す
。

50
金婚夫婦を表彰いたします
苅田町合併50周年記念

の
事
項
を
記
入
し
て
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番

号
⑤
希
望
人
数

●
応
募
締
切
　
12
月
10
日
（
金
）

当
日
消
印
有
効

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
役
場
総
合
政
策
課
（
〒

８
０
０
ー
０
３
９
２
　
福
岡
県
京

都
郡
苅
田
町
富
久
町
一
丁
目
19
ー

１
）

TEL
０
９
３
・
４
３
４
・
１
８
０
９

※
天
候
に
よ
っ
て
は
初
日
の
出
が

見
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
荒
天
の
場
合
は
中
止
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

※
当
選
さ
れ
た
方
に
は
、
後
日
ご

連
絡
差
し
上
げ
ま
す
。

平成17年1月16日　合併50周年記念式典の席上で

参
加
者
募
集
（
参
加
費
無
料
）



③ 16.11.25

道路交通法の改正 
携帯電話・暴走行為・酒気帯検査拒否 

平成16年11月1日施行 

●問い合わせ先　行橋警察署　TEL0930・24・5110

公
共
事
業
の
実
施
に
と
も
な

う
代
替
地
の
登
録
に
つ
い
て

苅
田
町
で
は
現
在
苅
田
駅
周
辺
整
備
事

業
と
し
て
、
苅
田
東
西
駅
前
広
場
、
苅
田

西
停
車
場
線
お
よ
び
そ
れ
に
と
も
な
う
町

道
の
改
良
工
事
等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
方
々
の
代
替
用
地

の
確
保
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
通
常
は
金

銭
に
よ
る
補
償
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

代
替
の
用
地
を
希
望
す
る
人
も
多
く
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
方
の
希
望
に
応
え

る
た
め
、
土
地
の
処
分
を
考
え
て
い
る
方
、

土
地
を
提
供
し
て
も
良
い
と
い
う
方
に
、

代
替
地
と
し
て
土
地
の
登
録
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

★
登
録
の
有
効
期
間

登
録
日
か
ら
2
年
間
ま
た
は
事
業
の
終
了

★
登
録
の
で
き
る
土
地

苅
田
町
内
お
よ
び
町
近
郊
の
土
地

（
宅
地
、
ま
た
は
容
易
に
家
屋
を
建
て
る
こ

と
が
可
能
な
土
地
）

★
税
の
特
例
　
あ
っ
せ
ん
が
成
立
し
、
一

定
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
は
、
代

替
地
の
提
供
者
は
税
の
特
別
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。（
最
高
1
5
0
0
万
円
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

都
市
整
備
課
　
市
街
地
整
備
係
　

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
6
5
2
1



く ら し の 情報 

16.11.25④

永
久
選
挙
人
名
簿
の
定
時
登
録
の

縦
覧
に
つ
い
て

★
期
間
　
12
月
3
日
〜
7
日

★
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

★
縦
覧
場
所
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
役
場
3
階
）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
2

か
ん
だ
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
電
話
番
号
）

★
日
時
　
12
月
2
日
（
木
）、
9
日
（
木
）

16
日
（
木
）
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

★
相
談
内
容
　
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
ほ
か
、

夫
婦
・
家
族
・
子
ど
も
・
対
人
関
係
な
ど
一
般

的
な
悩
み

★
相
談
先
　

N
P
O
法
人
福
岡
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
所
　

℡
0
9
2
・
7
4
1
・
7
1
2
0

行
橋
県
税
事
務
所
の
休
日
開
庁

行
橋
県
税
事
務
所
で
は
、
次
の
と
お
り
休
日

に
業
務
を
行
い
ま
す
。
納
税
相
談
や
県
税
の
納
付

等
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
な
お
、
一
部
取
り
扱
え
な
い
事
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
12
月
12
日
（
日
）、
19
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
問
い
合
わ
せ
先
　
行
橋
県
税
事
務
所

℡
0
9
3
0
・
2
3
・
2
2
5
8

校
の
卒
業
資
格
が
取
れ
る
制
度
で
す
。

★
受
付
　
平
成
17
年
１
月
11
日
ま
で

★
応
募
資
格
　
昭
和
63
年
4
月
2
日
〜
平
成
2

年
4
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

★
試
験
　

１
次
試
験：

平
成
17
年
1
月
15
日
（
土
）

★
教
育
　
生
徒
教
育
3
年
修
了
時
に
は
、
高
等

学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
で
き
ま
す
。

★
入
隊
　
平
成
17
年
4
月
上
旬

◎
自
衛
隊
生
徒
説
明
会

★
日
時
　
12
月
4
日
（
土
）
午
前
10
時
〜
11
時

★
場
所
　
中
央
公
民
館
（
第
6
研
修
室
）

※
説
明
会
当
日
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
ご
連
絡

下
さ
い
。
後
日
都
合
の
い
い
日
に
、
あ
ら
た
め

て
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

★
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先
　

自
衛
隊
福
岡
地
方
連
絡
部
築
城
募
集
事
務
所

℡
0
9
3
0
・
5
6
・
1
1
5
0
（
内
線
2
2
9
）

パ
ソ
コ
ン
中
級
講
習
会

★
開
催
期
間
　
平
成
17
年
1
月
12
日
（
水
）
〜

1
月
25
日
（
火
）

★
開
講
場
所
　
麻
生
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校

北
九
州
校
（
小
倉
北
区
浅
野
2
ー
11
ー
33
）

★
受
講
料
　
無
料

★
定
員
　
20
人
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

に
て
決
定
）
※
当
選
者
の
み
通
知

★
年
齢
　
55
歳
〜
64
歳（
雇
用
就
業
中
の
方
は
、

受
講
で
き
ま
せ
ん
。）

★
申
込
締
切
　
12
月
7
日
（
火
）

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
　

℡
0
9
3
・
4
3
5
・
3
2
2
1

農
業
所
得
の
収
支
計
算
説
明
会

平
成
16
年
分
の
所
得
税
の
申
告
（
申
告
期

間：

平
成
17
年
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
）
か
ら

農
業
所
得
の
計
算
は
、
す
べ
て
の
方
が
収
入
金

額
か
ら
必
要
経
費
を
差
し
引
い
て
計
算
す
る

「
収
支
計
算
」
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

行
橋
税
務
署
で
は
平
成
15
年
分
の
農
業
所
得

の
計
算
を
「
標
準
に
よ
る
計
算
」
で
行
っ
た
方

（
水
稲
、
麦
及
び
大
豆
の
み
を
栽
培
し
て
い
る

農
家
の
方
で
、
白
色
申
告
の
方
）
を
対
象
と
し

て
農
業
所
得
の
収
支
計
算
に
つ
い
て
の
説
明
会

を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

●
12
月
8
日
（
水
）
午
後
2
時
〜

★
会
場
　
行
橋
市
中
央
公
民
館

（
行
橋
市
大
橋
1
ー
9
ー
26
）

●
12
月
9
日
（
木
）
午
後
2
時
〜

★
会
場
　
豊
前
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階
視

聴
覚
室
（
豊
前
市
大
字
吉
木
9
5
5
）
豊
前
市

役
所
横

※
説
明
会
に
は
、
筆
記
用
具
及
び
計
算
器
具
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
に
関
す
る
「
収
入

金
額
が
分
か
る
書
類
」
・
「
必
要
経
費
の
領
収

書
等
」
は
必
ず
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　

行
橋
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
　

℡
0
9
3
0
・
2
3
・
0
5
8
2

苅
田
町
役
場
税
務
課
　

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
1
1
5

自
衛
隊
生
徒
募
集

自
衛
隊
生
徒
と
は
、
中
学
校
卒
業
者
を
対
象

と
し
た
将
来
自
衛
隊
の
技
術
者
を
養
成
し
、
高

国民年金情報

年金制度改正のお知らせ
国民年金法等の一部を改正する法律が平成16年10

月から施行され、厚生年金保険料率の改定、国民年金
又は厚生年金保険老齢年金等の年金額の改定など年金
制度の一部が改正されることになりましたが、次の点
にご留意ください。
●国民年金の保険料は平成17年3月分まで13300円
で変更ありません。
厚生年金の保険料は、法律改正により平成16年10

月分より現行の13.58％から0.354％引き上げられ、
13.934％となりましたが、国民年金の保険料は平成
17年3月分まで、これまでどおり13300円となって
おります。
●平成17年3月分までは、法律改正による年金額の変
更はありません。
国民年金又は厚生年金保険の老齢年金等の年金額に

ついては、今回の法律改正によりそれぞれ新しい年金
額に改定され、給付されることとなりましたが、平成
16年10月分から平成17年3月分までの老齢年金等に
ついては、特例措置によって法律改正による年金額の
変更はありません。
★問い合わせ先　住民課　住民・年金係　

TEL093・434・1833



⑤ 16.11.25

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル
ス
病
に
関
す

る
規
制
の
強
化
に
つ
い
て

本
年
の
春
に
、
筑
後
川
流
域
周
辺
の
コ
イ
に

大
き
な
被
害
を
与
え
た
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
ィ
ル

ス
（
K
H
V
）
病
が
、
今
秋
に
は
遠
賀
川
流
域

で
も
確
認
さ
れ
た
た
め
、
福
岡
県
内
水
面
漁
場

管
理
委
員
会
で
は
、
県
内
各
地
へ
の
被
害
拡
大

を
予
防
す
る
た
め
、
6
月
11
日
付
（
7
月
25
日

号
　
既
報
）
で
発
動
し
た
ま
ん
延
防
止
に
か
か

る
委
員
会
指
示
を
漁
業
法
の
規
定
に
よ
り
さ
ら

に
強
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

★
強
化
指
示
の
内
容

（
1
）
天
然
コ
イ
の
県
内
内
水
面
で
の
移
動
及

び
放
流
の
全
面
禁
止
　
県
内
外
を
問
わ
ず
、
河

川
・
ダ
ム
・
た
め
池
等
の
内
水
面
で
採
補
し
た

天
然
コ
イ
は
、
そ
の
場
で
の
再
放
流
を
除
き
、

県
内
の
内
水
面
に
放
流
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

（
2
）
養
殖
・
飼
育
コ
イ
等
の
県
内
内
水
面
で

の
放
流
を
制
限
　
養
殖
し
て
い
る
コ
イ
・
飼
育

し
て
い
る
コ
イ
は
、
次
の
2
条
件
を
満
た
さ
な

い
限
り
放
流
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

①
K
H
V
病
が
発
生
し
た
場
所
で
養
殖
・
飼
育

さ
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と

②
P
C
R
検
査
を
受
け
、
K
H
V
病
で
な
い
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
こ
と

★
指
示
の
期
間

11
月
10
日
〜
平
成
17
年
3
月
31
日

※
川
や
池
で
コ
イ
の
大
量
死
や
異
常
が
見
ら
れ
た

場
合
は
、
次
の
行
政
機
関
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

★
連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先
　

苅
田
町
役
場
農
政
課
農
政
水
産
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
9
3

福
岡
県
水
産
振
興
課
　
資
源
管
理
係

℡
0
9
2
・
6
4
3
・
3
5
6
3

福
岡
県
豊
前
海
研
究
所

℡
0
9
7
9
・
8
2
・
2
1
5
2

「
都
市
再
生
街
区
基
本
調
査
」
に
伴

う
調
査
等
実
施
の
お
知
ら
せ

こ
の
度
、
国
土
交
通
省
の
実
施
す
る
「
都
市

再
生
街
区
基
本
調
査
」
の
一
環
と
し
て
、
独
立

行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
が
次
の
と
お
り
調
査

等
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

★
期
間
　
12
月
10
日
〜
平
成
17
年
2
月
28
日

★
対
象
地
域
　
苅
田
町
（
臨
海
工
場
地
内
）

★
作
業
内
容
　
現
地
踏
査
（
公
共
基
準
点
、
及

び
官
民
境
界
等
の
状
況
を
調
査
し
ま
す
。）

★
問
い
合
わ
せ
先
　

都
市
再
生
機
構
九
州
支
社
都
市
再
生
企
画
部

℡
0
9
2
・
7
2
2
・
1
1
2
1

定
年
後
の
再
就
職
を
お
手
伝
い
し
ま
す

60
歳
以
上
で
、
長
年
に
わ
た
り
培
わ
れ
た
経

験
や
技
術
を
生
か
し
て
、
再
就
職
し
た
い
と
希

望
し
て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
能
力
を
求
め
て
い
る
企
業
を
紹
介

し
、
条
件
が
合
え
ば
、
当
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
と

な
っ
て
あ
な
た
を
企
業
に
派
遣
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

北
九
州
高
齢
者
能
力
活
用
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市

戸
畑
区
汐
井
町
1
ー
6

ウ
ェ
ル
と
ば
た
8
Ｆ
）

℡
0
9
3
・
8
8
1
・
6
6
9
9

ふるさと苅田
地産地消フェア
2004

今年も、木枯らしの吹く季節になりました。年末を控え
何かと忙しい時期ですが、第2回目となる地産地消フェ
アを開催します。今年は長雨やあいつぐ台風の来襲で、
農家や漁家にとっても散々な一年でしたが、生産者一同
協力して盛大に開催したいと計画しています。「地域で生
産した食べ物」を「地域の人々に供給する」と言う当た
り前のことですが、フェアの開催を通して皆様と共に考
え、伝えていく機会にしたいと思います。多くの皆様の
ご来場をお待ちしています。
★日時　12月12日（日）午前10時～午後2時
★場所　苅田町役場東側駐車場
★催し物　地元農水産物の販売・農水産加工品の販売・
新米の販売・豊前海一粒かきの試食と販売・京都酪農に
よる牛乳パックの配布・JA女性部によるもちつき・農水
産物の生産に関するパネル展示・カレー、うどん等の食
事もできます。
★主催　ふるさと苅田地産地消フェア実行委員会
★後援　苅田町・福岡みやこ農業協同組合・苅田町漁業
協同組合
★協力　農漁業関連団体（11団体）
★問い合わせ先　
苅田町役場農政課　　　　 TEL093・434・1893
JA苅田町営農経済センター TEL0930・25・7701
苅田町漁業協同組合　 TEL093・436・3121

苅田町立図書館からのお知らせ

12月23日（木）本館のみ祝日開館をしています。

12月27日（月）本館のみ長期休暇中の月曜開館をし

ています。

12月28日（火）～1月4日（火）まで休館します。

それに伴いまして、12月14日（火）～12月27日

（月）の期間、図書・雑誌あわせて一人20冊までの貸出

となります。（ＡＶ資料は3点までです）

※12月28日（火）と1月4日は館内整理日です。

※ 休館日に本を返却される方は入り口横の本のポストを

ご利用ください。（ＡＶ資料は除く）

★問い合わせ先　苅田町立図書館

TEL093・436・0946
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苅
田
町
立
歴
史
資
料
館

休
館
の
お
知
ら
せ

歴
史
資
料
館
は
床
工
事
の
た
め
、
平
成
17
年

1
月
20
日
ま
で
休
館
し
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課
文
化
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
9
8
2

児
童
虐
待
防
止
講
演
会

★
日
時
　
12
月
18
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

★
場
所
　
サ
ン
グ
レ
ー
ド
勝
山
（
国
道
2
0
1

号
線
沿
い
、
勝
山
町
役
場
横
）

★
内
容
　
○
児
童
虐
待
防
止
講
演
会
「
Ｄ
Ｖ
事

件
の
取
材
現
場
か
ら
み
た
児
童
虐
待
」
○
Ｒ
Ｋ

Ｂ
毎
日
制
作
ビ
デ
オ
「
Ｄ
Ｖ
の
爪
あ
と
」
上
映

○
番
組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
精
神
科
医
師
と
の
対
談

★
参
加
費
　
無
料

★
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
F
A
X

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

田
川
児
童
相
談
所
総
務
企
画
課
　

℡
0
9
4
7
・
4
2
・
0
4
9
9

FAX
0
9
4
7
・
4
2
・
0
4
3
9

海
技
免
状
の
更
新
講
習
会

★
開
催
日
時
　
12
月
11
日(

土)

午
前
10
時
講
習
開
始（
受
付
午
前
9
時
30
分
）

★
開
催
場
所
　
サ
ン
ワ
ー
ク
ゆ
く
は
し

★
持
参
す
る
も
の
　

①
海
技
免
許
証

②
本
籍
地
記
載
の
住
民
票
1
通

③
写
真
2
枚（
縦
4
・
5
㎝
×
横
3
・
5
㎝
）

パ
ス
ポ
ー
ト
サ
イ
ズ
（
ス
ピ
ー
ド
可
）

④
受
講
料
　

小
型
船
舶
免
許
証
更
新
講
習
　
8
0
0
0
円

小
型
船
舶
免
許
証
失
効
再
交
付
講
習

1
3
8
9
0
円

※
大
型
免
状
受
有
者
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　

(

財)

関
門
海
技
協
会
　
関
門
海
技
免
許
セ
ン
タ
ー

℡
0
8
3
2
・
6
6
・
4
0
2
9

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、
毎
月

1
回
、
平
日
夜
間
に
母
子
家
庭
及
び
寡
婦
並
び

に
父
子
家
庭
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

★
日
時
　
12
月
21
日
（
火
）、
平
成
17
年
1
月

18
日
（
火
）、
2
月
15
日
（
火
）、
3
月
15
日

（
火
）
い
ず
れ
も
、
午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

★
場
所
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
事
務
所
（
春
日
市
原
町
3
ー
1
ー

7
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
6
階
）

※
相
談
希
望
者
は
相
談
日
前
日
ま
で
に
福
岡
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
に
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。（
先
着
順
受
付
　
相
談
時
間
は
ひ
と
り
30

分
程
度
）

★
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
　

社
会
福
祉
法
人
　
福
岡
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

℡
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
2
2

母
子
家
庭
等
「
家
庭
生
活
支
援
員
」

養
成
研
修
会

★
期
間
及
び
講
習
内
容
　
平
成
17
年
1
月
25
日

（
火
）
〜
2
月
25
日
（
金
）
ま
で
の
平
日
5
日

間
及
び
土
曜
1
日
間
の
講
習
と
実
習
、
計
6
日

間
（
予
定
）
に
お
い
て
、
児
童
の
育
成
等
に
必

要
な
知
識
と
技
能
を
修
得
す
る
。

★
場
所
　
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
5
階
研
修
室

（
春
日
市
原
町
3
ー
1
ー
7
）

★
受
講
資
格
　
母
子
家
庭
等
日
常
生
活
支
援
員

に
従
事
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
及
び
既
に
従

事
し
て
い
る
者
で
原
則
と
し
て
全
課
程
受
講
で

き
る
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
者

★
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材
費
1
0
0

0
円
程
度
は
自
己
負
担
）

★
定
員
　
40
人

★
申
込
締
切
　
12
月
22
日
（
水
）
必
着

★
申
込
方
法
　
市
町
村
福
祉
担
当
課
及
び
県
保

健
福
祉
環
境
事
務
所
地
域
福
祉
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
左
記
宛
に
送
付
く

だ
さ
い
。

★
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
（
〒
8
1
6
ー
0
8
0
4

春
日

市
原
町
3
ー
1
ー
7

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
受

け
箱
11
号
）
℡
0
9
2
・
5
8
4
・
3
9
2
2

「オレオレ詐欺」に注意
～振り込む前にまず確認！～

身内の窮状を装い、金品を請求す
る詐欺が多発しています。これまで
の手口は、警察官・弁護士・保険会
社員などが次々と登場して「交通事
故」名目で車の修理代や妊婦がけがをしたとしての手
術・治療代金の請求を行っています。また、最近では、
新潟県の中越地震の義援金を装った詐欺も多発しており
ます。
オレオレ詐欺の被害に遭わないためには、
○電話1本でお金を請求するのは「おかしい」と疑いまし
ょう。
○自分から家族の名前は、絶対に言わないようにしまし
ょう。
○一度電話を切り、本人に確認の電話をしましょう。
○お金を振り込む前に、必ず誰かに相談しましょう。
○怪しいと思ったら、迷わず最寄りの警察署か交番・駐
在所に相談しましょう。
オレオレ詐欺被害防止3か条
・あわてない
・相手の名前や電話番号を確認する
・事実を確認する
を電話に貼って、慌てずに対応しましょう。
★問い合わせ先　行橋警察署　TEL0930・24・5110

「
京
都
ト
ン
ネ
ル
」
に
決
定

南
原
と
八
田
山
を
結
ぶ
京
都
峠
の
ト
ン
ネ

ル
の
名
称
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
25
通
の
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
名
称
は
選
考
の
結
果
最
多

応
募
数(

3
通)

の
「
京
都
ト
ン
ネ
ル
」
に
決

定
し
ま
し
た
。

★
問
い
合
わ
せ
先
　
施
設
建
設
課
庶
務
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
6
0



司
法
書
士
に
よ
る
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・

サ
ラ
金
1
1
0
番
」

多
額
の
債
務
を
抱
え
て
悩
ん
で
い
る
方
、
他

人
の
債
務
の
連
帯
保
証
人
に
な
っ
て
困
っ
て
い

る
方
、
違
法
年
金
担
保
貸
金
業
者
や
ヤ
ミ
金
融

な
ど
に
よ
る
貸
付
で
困
っ
て
い
る
方
、
一
人
で

悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

★
日
時
　
12
月
4
日
（
土
）

午
前
9
時
〜
午
後
9
時

★
相
談
方
法
　
電
話
相
談
の
み
（
無
料
）

★
主
催
　
福
岡
県
司
法
書
士
会

★
相
談
先
　
福
岡
県
司
法
書
士
会

℡
0
9
3
・
5
7
1
・
0
1
0
5

※
な
お
、
月
・
木
の
午
後
6
時
〜
8
時
に
も
無

料
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
福
岡
県
農
業
大
学
校

研
修
科
研
修
生
募
集

★
募
集
定
員
と
研
修
内
容
（
年
間
20
人
以
内
）

○
野
菜
コ
ー
ス

（
施
設
の
イ
チ
ゴ
、
ト
マ
ト
、
ナ
ス
）

○
花
き
コ
ー
ス

（
施
設
の
キ
ク
―
切
花
―
、
花
壇
苗
）

★
研
修
期
間
（
6
月
以
上
1
年
以
内
）

受
講
開
始
は
年
2
回
（
4
月
、
9
月
）

★
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

○
申
込
書
受
付
　
12
月
7
日
（
火
）
〜
平
成
17

年
1
月
26
日
（
水
）

○
面
接
日
　
平
成
17
年
2
月
14
日
（
月
）

○
受
講
の
決
定
　
平
成
17
年
2
月
21
日
（
月
）

★
対
象
者
　
県
内
で
の
新
規
就
農
を
志
す
者

（
農
業
法
人
に
就
職
も
含
む
）
及
び
就
農
し
て

間
も
な
い
県
内
の
農
業
者
並
び
に
品
目
転
換
を

志
す
県
内
の
農
業
者

★
応
募
方
法
　
所
定
の
技
術
習
得
研
修
受
講
申

込
書
に
就
農
計
画
書
、
営
農
計
画
書
、
就
職
計

画
書
の
い
ず
れ
か
と
健
康
診
断
書
を
添
え
て
、

福
岡
県
農
業
大
学
校
に
郵
送
（
配
達
記
録
郵
便

と
し
、最
終
受
付
日
の
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
）

ま
た
は
直
接
提
出
（
土
、
日
、
祝
日
、
12
月
29

日
か
ら
31
日
、
1
月
1
日
か
ら
3
日
は
閉
庁
日

の
た
め
受
付
で
き
ま
せ
ん
。
受
付
時
間
は
午
前

8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）。

★
問
い
合
わ
せ
先
　

福
岡
県
農
業
大
学
校
　

℡
0
9
2
・
9
2
5
・
2
4
0
3

福
岡
県
農
業
技
術
課

℡
0
9
2
・
6
4
3
・
3
4
9
5

⑦ 16.11.25

化学弾の処理が終わりました。

平成12年に苅田港等で発見された57体の化学弾の無害化処
理が、この度、無事終わりました。この間、町民の皆様に大変
ご迷惑をおかけしました。
無害化処理が完了した57体の化学弾の内訳は、きい弾＝40

体、あか弾＝17体でした。
なお、処理施設周辺の環境調査についても何ら異常は無く、

防衛庁より「老朽化化学兵器57体の無害化処理は、周辺の環
境を汚染することなく、無事故で安全に終了した」との報告を
受けました。
報告書の内容につきましては、苅田町ホームページでご覧い

ただけます。
●苅田町ホームページアドレス
http://www.town.kanda.lg.jp/top.htm

※住民説明会時資料「苅田港における老朽化化学兵器の無害化処理事業の概要と安全
性」より引用

今回、この57発が安全に処理された事により、町としては
苅田港の早期安全化の観点より、既に化学弾らしきものとして
存在が確認されている538発について、引き続きこの処理場で
の処理をお願いする予定です。
町民の皆様のご理解とご協力をお願い致します。

★問い合わせ先　苅田町空港・企業立地推進室　
TEL093・434・1954

旧軍の識別分類 化学剤（内容物） 種類 

きい弾 

あか弾 

マスタード＋ルイサイトの混合 

ジフェニルクロロアルシン（DA） 
ジフェニルシアノアルシン（DC） 

びらん剤 

くしゃみ剤 

★日時　12月11日（土）午前10時～12時
★場所　苅田工業高等学校電気科実習室
★参加対象　一般（家族・親子で申込可能）先着20人程度
★申込締切　12月3日（金）午後5時まで

（定員になり次第締切）
★内容　
①家庭用電気の仕組みについて
②模擬漏電火災実験
③テーブルタップの製作
（テーブルタップは、お持ち帰りができます）
★申込・問い合わせ先　
福岡県立苅田工業高等学校　
TEL093・436・0988

苅田工業高校からのお知らせ
平成16年度レインボープロジェクト「役立つ電気講座」



16.11.25 ⑧

パンジープラザ　健康増進室へ来てみませんか？

ニコニコペース運動実践教室参加者募集
勤労者向け土曜日コース(3期生)
～ごろごろ去ったでい（Ｓａｔｕｒｄａｙ）教室～

この教室は、運動指導員のもとでニコニコペース運動

のプラグラムにそって、トレーニングマシーンを使って、

行っています。今年から、仕事等で平日利用できない方

のために、土曜日に教室を開催しています。多くの参加

をお待ちしています！

●参加条件

①週1回土曜日、3か月間トレーニングに参加できる勤労

者の方（1月～3月）

②苅田町に在住の40歳以上の方　ただし、BMI25％以

上または体脂肪率30％以上（男性25％以上）の方は、

40歳未満の成人も可（※1）

③１年以内の健康診断の結果がある方（※2）

④当施設で実施する「健康度測定」で担当医よりトレー

ニング許可がおりた方（血液検査、心電図、自転車エル

ゴメーターでの体力測定を行います）

※1 BMI(体格指数)とは？体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)

で計算されます。

※2 １年以内の健康診断が必要ですので、検診結果をお

持ち下さい。健康診断を受けていない方は、受けていた

だくようになります。

●定員　20人

●利用料　1回　100円

●説明会日程　12月4日（土）

午前9時～、午前10時30分～

（時間については、申込時に決めさ

せていただきます）

※説明会当日に健康保険証を持参して下さい。

●健康測定日　12月18日（土）測定料　800円

●申込・問い合わせ先　パンジープラザ　

TEL093・436・5115

※受付開始は、11月15日（月）からで、受付時間は、

月～金曜日の午前8時30分～午後5時となります。定員

となり次第、締め切らせていただきます。

ツベルクリン反応・ＢＣＧの接種に
関する法律の一部改正について

現在は、3か月以上から4歳未満にツベルクリン反
応・ＢＣＧの接種をしています。しかし国の法律が変わ
り、平成17年4月1日から、生後6か月未満にツベルク
リン反応を行わずにＢＣＧを直接接種します。
つきましては、平成17年4月1日以降は、生後6か月

を過ぎるとＢＣＧ接種を受けることができなくなります
のでご注意ください。

●問い合わせ先　パンジープラザ
TEL093・436・5115

ツベルクリン反応 BCG

12月14日（パンジー） 12月16日（パンジー） 
1月20日（福祉会館） 1月18日（福祉会館） 
2月17日（パンジー） 2月15日（パンジー） 

3月  8日（西部公民館） 3月10日（西部公民館） 

平
成
　
年 

17

●ツベルクリン・BCG接種日程表 

平成16年 

ウォーキング教室参加者募集

この度、パンジープラザ健康増進室で行っている土
曜日教室の一環で「マンスリーサタディウォーキング」
を行うことになりました。運動指導員が月1回第2土
曜日に、向山公園や大熊公園に出張しミニ教室を行い
ます。12月は大熊公園です。運動を止められていな
い方なら、どなたでも参加可能です。青いジャージの
健康運動指導士が目印です。みなさん、お友達を誘っ
て、『休日のごろごろ去ったでぃ（Saturday）！！』
※予約等はありませんので直接お越し下さい。
●日時　12月11日（土）
午前9時30分～11時（予定）
●場所　大熊公園
●内容　
①健康ミニ講座
②ウォーキングや実技指導
③ストレッチ体操やリズム体操
●問い合わせ先　パンジープラザ（健康増進室）

TEL093・436・5115（内線270）

　総合保健福祉センター 

 

パンジープラザ パンジープラザ 

TEL 093・436・5115
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中高年向けエアロビクス
「楽らくエアロ」参加者募集

中高年向けのエアロビクスとして「楽らくエアロ」を
実施します。1コースが12回となっています。
パンジープラザ内にある健康増進室の体験もしていた

だきたいと思います。
ぜひ、この機会に運動を始めてみませんか。
●対象　苅田町在住の40歳以上の方（ただし、医師から
運動を止められている方は参加できません）
●定員　30人
※　定員となり次第、締め切らせていただきます。
●受付　12月1日（水）午前8時30分～　
●日程　①1月7日(金)②1月14日(金)③1月21日(金)

④1月28日(金)⑤2月4日(金)⑥2月10日(木)
⑦2月18日(金)⑧2月25日(金)⑨3月4日(金)
⑩3月11日(金)⑪3月18日(金)⑫3月25日(金)

●時間　午前9時30分～10時45分
●場所　パンジープラザ　
●持ってくるもの　運動のできる服装、上履き（運動シ
ューズ）、タオル、飲み物（水分補給のため）
●申込・問い合わせ先　
健康福祉支援係（パンジープラザ内）
TEL 093・436・5115

健康講座受講者募集
「常識が変わる！生活習慣病のウソ・ホント」

～先人の知恵を生かそう～

昔の食事には「健康に生きるために」という基本的な

条件が守られていたと思いませんか？生活が豊かにな

り、便利になるにつれ、食事の本質が忘れられているよ

うな気がします。大人の病気と思われていた成人病も

「生活習慣病」として年齢に関係なく、子どもたちまで

広がっています。そこには「食」の関与を否定できませ

ん。
今回は、アレルギー予防の専門医でもある永田先生を

お招きしています。
この機会に是非受講され、今一度「食」について考え

てみませんか？
ぜひご参加ください。
●日時　12月4日（土）午前9時30分～11時
●講師　下関市立中央病院　

小児科部長　永田良隆先生
●場所　パンジ－プラザ　集団検診指導室
●申込・問い合わせ先　パンジープラザ

TEL093・436・5115

☆
コ
ー
ナ
ー
遊
び

絵
本
、
ブ
ロ
ッ
ク
、
ま
ま
ご
と
、

お
絵
か
き
等
好
き
な
コ
ー
ナ
ー
で
遊

ぶ
。

●
日
時
　
12
月
2
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

●
参
加
対
象
　
0
歳
、
1
歳
児

☆
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
作
り

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
飾
り
を
工
夫

し
て
作
る
。

●
日
時
　
12
月
9
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
和
室

●
参
加
対
象
　
2
歳
〜
5
歳
児

●
持
っ
て
く
る
物
　
の
り
、ハ
サ
ミ
、

マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
、
手
拭
お
し
ぼ
り
等

☆
ク
リ
ス
マ
ス
会

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、
園
児
達

と
一
緒
に
歌
、
踊
り
ゲ
ー
ム
等
を
楽

し
む
。

（
小
波
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
保
育
園

交
流
）

●
日
時
　
12
月
16
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
12
時

●
場
所
　

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
集
団
健
診
室

●
参
加
対
象
　
0
歳
〜
5
歳
児

※
全
回
と
も
、
必
要
な
か
た
の
み
、

お
茶
、
タ
オ
ル
を
持
参
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

℡
０
９
３
・
４
３
５
・
３
５
１
５ 

申込・問い合わせ 0930・23・8100 

西部公民館 
申込・問い合わせ 093・436・0061 

定員になり次第締め切ります

中央公民館 

【正月準備講座】募集中

★親子凧（たこ）づくりはまだ募集してい

ます。詳しくは11月10日号をご覧下さい。

※定員になっている場合がありますので問

い合わせてくださ

い。

公開講座のお知らせ
（自由に聴講できますので是非ご来場ください）

★内容「おれおれ詐欺の実態と対処法について」

★日時　12月3日（金）

午前9時30分～11時30分

★場所　中央公民館第5研修室

★講師　森十四子さん

（北九州市立消費生活センター専任講師）

★持参品：筆記用具

公
民
館 

へ 

行
こ
う 
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小
学
生
連
句
『
三
つ
物
』

入
賞
作
品

「
苅
田
町
世
界
に
む
け
て
飛
び
た
と
う
」

海
の
空
港
近
く
完
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
々
の
優
し
い
心
む
す
び
合
い

森
永
達
也
・
久
保
　
智
滉
（
南
原
小
６
年
）

み
ん
な
で
守
る
自
然
い
っ
ぱ
い
　
　
　
　
　
　
　
　

翁
草
　
梅
鉢
草
も
咲
い
て
い
る

大
隈
稔
弘
・
山
田
祥
太
（
白
川
小
６
年
）

明
日
に
続
く
新
た
な
未
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う
れ
し
い
ね
　
い
つ
も
挨
拶
　
続
け
る
と

荒
上
み
ゆ
き
・
田
崎
は
づ
き
（
片
島
小
６
年
）

戦
争
の
な
い
未
来
の
た
め
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
来
る
こ
と
た
く
さ
ん
あ
る
よ
ま
ず
笑
顔

河
津
彩
香
・
中
島
志
保
（
馬
場
小
５
年
）

文
化
う
け
つ
ぎ
歴
史
あ
る
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
れ
か
ら
も
未
来
を
作
る
子
ど
も
達
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
優
太
・
神
田
裕
也
（
南
原
小
６
年
）

み
ん
な
で
い
っ
し
ょ
に
か
ん
き
ょ
う
作
り
　
　
　
　

美
し
い
笑
顔
の
花
を
い
っ
ぱ
い
に

矢
野
大
樹
・
宇
都
宮
祐
貴
（
与
原
小
６
年
）

み
ん
な
の
夢
を
大
き
く
広
げ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ク
ラ
の
木
た
く
さ
ん
の
花
満
開
に
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
口
翔
平
・
中
原
寛
貴
（
苅
田
小
６
年
）

大
賞
部
門

第
19
回
国
民
文
化
祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
会
長
賞

半
歌
仙

「
仔
馬
駈
け
る
」
の
巻
　
福
岡
県
　
松
田
千
佐
代
　
捌

仔
馬
駈
け
る
牧
の
蒼
天
あ
る
か
ぎ
り
　
　
松
田
千
佐
代

遠
く
近
く
に
笑
ふ
山
山
　
　
　
　
　
　
増
田
　
直
子

芹
を
摘
む
父
子
に
声
を
掛
け
も
し
て
　
　
濱
田
満
里
子

夕
餉
の
匂
ひ
部
屋
に
い
っ
ぱ
い
　
　
　
比
恵
島
由
紀
子

一
刷
毛
の
雲
を
は
な
し
て
月
澄
め
り
　
　
　
　
　
　
直

川
辺
に
沿
ひ
し
コ
ス
モ
ス
の
風
　
　
　
　
　
　
　
満

ス
ニ
ー
カ
ー
心
弾
ま
せ
秋
の
旅
　
　
　
　
上
田
　
安
乃

肩
寄
せ
あ
ひ
し
熟
年
の
恋
　
　
　
　
　
中
村
　
癸
未

亡
き
妻
に
そ
っ
く
り
な
女
さ
が
し
あ
て
　
　
　
　
　
千

祭
の
夜
の
廻
り
灯
籠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癸

故
郷
の
清
水
を
汲
み
て
呑
む
ロ
ッ
ク
　
　
　
　
　
　
満

論
議
進
ま
ぬ
町
の
合
併
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直

雨
上
が
り
寒
三
ヶ
月
の
つ
き
さ
さ
り
　
　
　
　
　
　
千

懐
手
し
て
待
ち
し
バ
ス
停
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癸

電
線
に
列
な
す
鴉
楽
譜
め
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

保
育
園
児
の
え
く
ぼ
可
愛
く
　
　
　
　
　
　
　
　
由

花
万
朶
内
尾
の
薬
師
詣
で
き
し
　
　
　
　
　
　
　
　
千

畑
打
つ
影
の
躍
る
春
昼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癸

10
月
30
日
か
ら
11
月
14
日
ま
で
の
16
日
間
、
福

岡
県
全
域
で
第
19
回
国
民
文
化
祭
・
ふ
く
お
か
２

０
０
４
「
と
び
う
め
国
文
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
内
各
地
域
の
特
色
を
活
か
し
、
多
彩
な
事

業
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
苅
田
町
で
は
11
月
13
日
、

総
合
体
育
館
で
「
文
芸
祭
　
連
句
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

連
句
と
は
五
・
七
・
五
の
句
の
次
に
七
・
七
、

そ
の
ま
た
次
に
五
・
七
・
五→

七
・
七
と
続
け
て

一
つ
の
作
品
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
当
日
は
、
全

国
か
ら
参
加
し
た
約
２
５
０
名
を
苅
田
山
笠
や
西

日
本
工
業
大
学
生
に
よ
る
エ
イ
サ
ー
で
歓
迎
し
、

表
彰
式
や
記
念
講
演
会
、
実
作
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
大
会
に
寄
せ
ら
れ
た
７
６
０
作
品
の
う
ち
、

苅
田
町
の
増
田
直
子
さ
ん
、
濱
田
満
里
子
さ
ん
、

比
恵
島
由
紀
子
さ
ん
が
参
加
し
た
グ
ル
ー
プ
が
大

全
国
か
ら
約
２
５
０
人
が
参
加

「
と
び
う
め
国
文
祭
」
連
句
大
会

賞
部
門
の
「
国
民
文
化
祭
福
岡
県
実
行
委
員
会
会

長
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伊
塚
町
長
が

詠
ん
だ
「
苅
田
町
世
界
に
向
け
て
飛
び
立
と
う
」

に
続
く
句
を
町
内
の
小
学
生
に
募
集
し
た
、
ミ
ニ

連
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
の
表
彰
式
も
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
前
日
に
は
、
参
加
者
は
平
尾
台
、
歴
史

資
料
館
、
石
塚
山
古
墳
、
宇
原
神
社
な
ど
を
訪
れ
、

苅
田
町
の
自
然
や
歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
、
思
い
思

い
に
翌
日
の
実
作
に
向
け
て
構
想
を
練
り
ま
し

た
。

※
大
賞
以
外
の
町
内
入
選
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

飯
田
桂
子
　
田
辺
綾
香
　
中
村
美
佐
緒
　
御
木
環

藤
田
ヒ
サ
子
　
大
石
八
千
代
　
原
稔
子
　
浜
田
い

さ
子
　
松
中
玲
子
　
出
利
葉
英
雄

▲約250人が一堂に会しての実作会
▲歴史資料館（上）や石塚山古墳（下）
を訪れ、説明を受ける参加者

▲「大名の俳諧」と題
して講演する井上敏幸
佐賀大学教授 ▲参加者を歓迎する上町区の山笠（左）と西工大学生によるエイサー（右）
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11
月
2
日
か
ら
11
月
7
日
ま
で
第
26
回

苅
田
町
民
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

図
書
館
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
書
道

展
が
開
催
さ
れ
、
三
原
文
化
会
館
で
は
、

茶
会
も
行
わ
れ
子
供
達
も
参
加
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
は
、
創
作
粘
土
や
俳
句

短
歌
の
展
示
・
洋
画
写
真
展
な
ど
が
あ
り

訪
れ
た
人
た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま

し
た
。
大
ホ
ー
ル
で
は
、
カ
ラ
オ
ケ
や
日

舞
・
洋
舞
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
中
島
誠
之
助
さ
ん
を
お

迎
え
し
て
の
講
演
会
も
大
好
評
で
し
た
。

み
や
こ
・
苅
田
の
文
化
に
触
れ
る

カメラスケッチ
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苅
田
小
学
校
　
六
年
二
組
　

石
井
　
里
沙
さ
ん

夏
休
み
中
、
苅
田
小
学
校
に
遊
び
に
行
く

と
蒸
気
機
関
車
が
い
つ
も
の
場
所
に
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
こ
と
を
不
思
議
に
思
い

あ
ち
こ
ち
を
探
す
と
、
蒸
気
機
関
車
は
運
動

場
の
片
す
み
に
お
か
れ
て
い
ま
し
た
。
蒸
気

機
関
車
の
ま
わ
り
に
は
、
工
事
の
人
た
ち
や

工
事
の
た
め
の
用
具
が
た
く
さ
ん
お
い
て
あ

り
ま
し
た
。
蒸
気
機
関
車
は
、
も
う
穴
が
あ

い
て
い
て
ボ
ロ
ボ
ロ
だ
か
ら
、
こ
わ
し
て
し

ま
う
の
か
な
、
さ
み
し
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

夏
休
み
が
終
わ
り
、
学
校
が
始
ま
り
ま
し

た
。
蒸
気
機
関
車
が
前
か
ら
あ
る
と
こ
ろ
に

行
っ
て
み
る
と
、
黒
く
光
っ
て
い
る
蒸
気
機

関
車
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
れ
は
こ
わ
す
工

事
で
は
な
く
、
蒸
気
機
関
車
を
き
れ
い
に
す

る
工
事
だ
っ
た
ん
だ
」
ビ
ッ
ク
リ
し
た
の
と

共
に
う
れ
し
さ
が
、
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
。

学
校
か
ら
帰
り
、
そ
の
こ
と
を
母
に
話
す

と
、
昔
の
蒸
気
機
関
車
の
話
を
し
て
く
れ
ま

し
た
。
今
で
は
、
想
像
も
で
き
な
い
け
ど
、

三
十
五
年
位
前
ま
で
苅
田
小
学
校
の
前
の
道

に
線
路
が
あ
っ
て
、
苅
田
駅
か
ら
セ
メ
ン
ト

工
場
ま
で
石
炭
や
セ
メ
ン
ト
そ
し
て
、
働
く

人
を
の
せ
て
走
っ
て
い
た
蒸
気
機
関
車
だ
と

聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。

母
の
子
供
の
こ
ろ
は
、
線
路
の
土
手
で
つ

く
し
や
タ
ン
ポ
ポ
を
つ
ん
だ
り
、
虫
を
と
っ

た
り
し
て
、
遊
ん
だ
そ
う
で
す
。
や
さ
し
い

蒸
気
機
関
車
の
運
転
士
の
お
じ
さ
ん
が
い

て
、
通
る
た
び
に
手
を
ふ
っ
て
く
れ
た
思
い

出
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
聞
き
ま
し
た
。
昔

は
、「
ピ
ー
ピ
ー
汽
車
」
と
よ
ば
れ
地
域
の

子
供
達
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

蒸
気
機
関
車
を
「
き
れ
い
」
に
修
理
し
て

く
だ
さ
っ
た
工
事
の
方
々
、
夏
の
暑
い
中
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苅

田
町
の
伊
塚
町
長
さ
ん
、
私
達
の
苅
小
号
を

修
理
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
修
理
さ
れ
る
前
ま
で
は
、
レ
ー
ル
が
な

な
め
に
曲
が
っ
た
り
、
あ
ち
こ
ち
に
穴
が
あ

い
て
い
た
り
、
雨
や
風
に
さ
ら
さ
れ
て
さ
び

つ
い
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
台
風
が
き
た
ら

た
お
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
す
ご
く
心

配
で
し
た
。
修
理
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
か

げ
で
、「
き
れ
い
」
で
堂
々
と
し
た
蒸
気
機

関
車
に
な
り
ま
し
た
。「
き
れ
い
」
に
な
っ

た
蒸
気
機
関
車
は
、
今
に
も
走
り
出
し
そ
う

な
は
く
力
が
あ
り
ま
す
。

苅
小
号
は
長
い
間
、
友
達
と
仲
良
く
遊
ん

で
い
た
り
、
時
に
は
ケ
ン
カ
を
し
た
り
、
そ

し
て
、
一
生
け
ん
命
に
学
ん
だ
り
し
て
い
る

姿
を
見
守
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

苅
田
小
学
校
の
み
ん
な
を
、
優
し
く
見
守
っ

て
下
さ
い
。

伊
塚
町
長
さ
ん
、
苅
小
号
を
「
き
れ
い
」

に
し
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
苅
小
号
を
苅
田
小

学
校
の
み
ん
な
で
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

苅田小学校

き
れ
い
に
な
っ
た
蒸
気
機
関
車
「
苅
小
号
」

学 校 だ よ り 
広報かんだ9月10日号の表紙で、苅田

小学校校庭の蒸気機関車修復の話題を掲
載しましたが、きれいになった機関車を
喜ぶ児童の作文が寄せられましたので、
ご紹介します。

物
を
売
る
大
変
さ
を
知
り
ま
し
た

新
津
中
学
生
が
キ
ッ
ズ
マ
ー
ト
を
開
催

11
月
6
日
、
苅
田
町
の
商
店
街
駐
車
場
に
て
新

津
中
学
校
の
生
徒
た
ち
に
よ
る
キ
ッ
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
15
店
舗
ほ
ど
の
生
徒
た

ち
に
よ
る
手
作
り
の
店
が
い
っ
せ
い
に
開
店
し
、

買
い
物
客
の
財
布
を
緩
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
生
徒

た
ち
は
一
か
月
前
か
ら
仕
入
れ
な
ど
の
準
備
を
行

い
、
こ
の
日
一
日
は
、
店
の
経
営
を
体
験
し
ま
し

た
。「

行
列
の
で
き
る
ケ
ー
キ
屋
の
店
」
を
出
し
て

い
た
山
田
春
果
さ
ん
（
1
年
5
組
）
は
「
看
板
の

製
作
、
店
の
飾
り
つ
け
な
ど
を
工
夫
し
て
少
し
で

も
お
客
さ
ん
の
入
る
店
に
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。

店
の
名
前
も
自
分
た
ち
で
決
め
ま
し
た
。
準
備
で

苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
日
は
す
ぐ
に
商
品
が
完
売

に
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。
物
を
売
る
と
い
う
大

変
さ
や
買
っ
て
く
れ
た
と
き
の
喜
び
な
ど
い
ろ
い

ろ
体
験
し
ま
し
た
。
こ
の
貴
重
な
体
験
を
将
来
に

活
か
せ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。」
と
楽
し
そ
う
に

話
し
て
い
ま
し
た
。

まちのわだい Town
News
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新入学児童の交通安全を願って
日産自動車係長会がランドセルカバー購入
資金を寄付
11月8日、日産自動車係長会九州地区（田

川伸貴会長）より、ランドセルカバー購入資
金の寄付がありました。これは9月12日に開
催された新浜祭の収益金で、係長会で集めた
品物をバザーで販売しました。係長会では毎
年、新入学児童の交通安全のためにと寄付を
してくれており、事故防止に大変役立ってい
ます。田川会長は「少しでも地域のためにな
ればと、この活動を行っています。今後も継
続していきたいと思います。」と話していまし
た。

念願の全国大会出場！
西日本工業大学の女子弓道部が九州大会で優勝
10月20日より、アクシオン福岡で開催された第42回九州学生弓

道選手権大会で、西日本工業大学の女子弓道部が団体の部で優勝し、
11月23日に開催される第28回全日本学生弓道女子王座決定戦への
出場を決めました。女子弓道部は今年1年生が入部するまでは、長江
香織さん(電気電子情報工学科3年)1名しかいなかったため、団体戦に
出場できませんでしたが、今回の大会で優勝し、全国大会の切符を手
にすることができました。3年目にして念願の大会への出場を決めた長
江さんは「1､2年生の時は、大きな大会には2名以上いないと出場する
ことができず非常に悔しい思いをしてきました。3年生になって女子部
員が入部し、ようやく大きな大会に出ることができてうれしいです。
また念願である全国大会では、強豪大学と競うことになりますが全員
でカバーしあって気を抜かずに頑張ります｡｣と語ってくれました。

大
規
模
災
害
防
災
合
同
訓
練
を
実
施11

月
16
日
、
九
州
電
力
㈱
苅

田
発
電
所
で
大
規
模
災
害
防
災

合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
災
害
時
に
防
災
関

係
機
関
相
互
の
応
援
協
力
体
制

の
確
立
と
防
災
技
術
の
向
上
、

並
び
に
危
機
管
理
体
制
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
企
業
、

行
政
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
発

生
対
応
型
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

●
参
加
機
関
・
団
体(

順
不
同)

九
州
電
力
㈱
苅
田
発
電
所
・
苅

田
町
危
険
物
安
全
協
会(

67
事
業

所)
・
行
橋
警
察
署
・
苅
田
町
役

場
・
苅
田
町
消
防
団
・
北
九
州

市
消
防
局
・
行
橋
市
消
防
本

部
・
京
築
広
域
圏
消
防
本
部
・

苅
田
町
消
防
本
部
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新津中陸上部男女が県大会へアベック出場
県大会出場でさらなる躍進を
11月20日に大牟田市で開催される福岡県中学校駅伝競

走大会に、新津中学校陸上部が駅伝で男子、女子ともに出
場することになりました。これは、11月5日に行橋市で
開催された京築地区駅伝大会で男子が準優勝、女子が優勝
して県大会の出場を手にしました。陸上部は4月から目標
を県大会出場一本にしぼり、夏は県外合宿なども行って練
習をしてきました。コーチの中尾孝昭さんは「部員が練習
を頑張って目標の県大会出場を果たすことができました。
県大会で自分たちの力を知り、今後はもっと上を目指して
欲しいです。」安藤麻里さん（3年）は「練習はきついで
すが、走ることがとても楽しい。大会では少しでも上位に
なれるように全力で走りたいと思います。」と話していま
した。

新しい一歩にチャレンジ
第4回子どもフェスティバルを開催
10月31日、苅田町総合体育館でこどもフェスティバルを開

催しました。子ども会員と役員さんたちが力をあわせて、子ど
もたちに夢と心地良い居場所となり、また出発の原点となり新
しい一歩を踏み出してくれる事を願った祭でした。たくさんの
友だちがいろんな事にチャレンジしていました。この祭りにお
手伝いいただいた方、また、新潟県中越地震災害義援金に協力
していただいた方、ありがとうございました。

（苅田子ども会育成連合会会長　田口朝子）
●第2回囲碁大会
優勝　　田中利佳（新津）小学4年
準優勝　平川雄一（尾倉）小学5年
3位　　 戸川匠（京町）小学3年

一人暮らしの高齢者の絆づくりに
独身高齢者交流会を開催
11月10日、北公民館で独身高齢者交流会が開

催されました。これは、苅田町老人クラブ連合会
苅田校区が一人暮らしの高齢者のみなさんに楽し
んでもらいたいと毎年行っており、今年で12回目
になります。老人クラブ連合会副会長の浜田イサ
子さんの講演、またボランティアのみなさんの演
芸等で楽しい一時を過ごしました。老人クラブ苅
田校区会長の井無田国男さんは「この交流会で一
人暮らしの方が集って一緒に食事をしたり、演芸
を楽しんだりしながら絆を深めてもらえればと思
います。」と話していました。

長田拓也くんが九州選抜に出場
みやこ道場が10名入賞の好成績
10月3日に芦屋町総合体育館で開催された、第27回

北九州地区少年空手道大会で、みやこ道場の子どもたち
24名が出場し、10名が入賞するという好成績をあげま
した。みやこ道場では週2回稽古をしており、指導者の
中田輝美さんが一人一人に、厳しく、また丁寧に指導し
ています。この大会の中学1年男子形の部で優勝した長
田拓也くんは「優勝できてとてもうれしい。次は九州選
抜大会に出場します。この大会は中学3年生とも試合を
するので、自分の力を出し切って一試合でも多く勝ちた
いです。」と話していました。

まちのわだい Town
News
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人
権
週
間
は
、「
世
界
人
権
宣

言
」
が
1
9
4
8
年
（
昭
和
23
年
）

12
月
10
日
に
国
際
連
合
で
採
択
さ

れ
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
毎
年
12

月
10
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
し
、

12
月
4
日
〜
10
日
ま
で
の
一
週
間

を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
人
権

意
識
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

苅
田
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
差

別
の
な
い
、
お
互
い
を
認
め
合
い
、

共
に
助
け
合
え
る
人
権
尊
重
の
社

会
の
実
現
を
町
民
に
訴
え
る
内
容

と
し
て
、
人
権
週
間
講
演
会
な
ど

の
諸
行
事
を
行
い
、
人
権
啓
発
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

■
町
主
催
人
権
展

○
期
間
　
　
12
月
4
日
（
土
）
〜

10
日
（
金
）

○
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

○
場
所
　
中
央
公
民
館
展
示
ホ
ー
ル

○
内
容
　
町
内
児
童
・
生
徒
の
人

権
作
品
展
示
、
図
書
・
啓
発
冊
子
、

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映

■
特
設
人
権
相
談
所

人
権
週
間
中
わ
た
く
し
た
ち
の

町
で
は
、
次
の
と
こ
ろ
で
特
設
人

権
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を

さ
れ
て
い
る
中
で
、
人
権
問
題
で

お
困
り
で
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
り
ま
す
。

○
日
時
　
12
月
8
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

○
場
所
　
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ

■福岡県主催人権講演会
日時　12月12日（日）午後1時～4時
場所　クローバープラザ大ホール

（福岡県春日市原町3丁目1ー7）

＜大ホール＞　

13：05～14：50
新屋英子＆小林育栄二人芝居　星砂ーオキナワ
15：05～16：35
講演「さらば、哀しみの青春　―今、私たちにでき
ること、しなければならない―」
講師　夜回り先生　水谷修
クローバーホール＞

13：05～13：55
あどＲｕｎ太　笑おうよ！スマイルコンサート
14：00～14：50
全国中学生人権作文コンテスト（福岡県大会優秀作
品の発表を行います）
14：55～16：45
映画上映　ＴＡＩＺＯ（製作者トーク 奥山和由）
＊入場無料／手話通訳／要約筆記有り／託児有り
（有料・事前申込必要）

○問い合わせ先　福岡県人権啓発情報センター
（福岡県春日市原町3丁目1－7）
TEL092・584・1271

ー
（
パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ザ
）
相
談
室

○
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

※
苅
田
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

大
重
吉
子
（
集
）

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
5
8
7
6

井
中
卓
良
（
法
正
寺
）

℡
0
9
3
0
・
2
3
・
1
1
0
6

苅田町 
悪質商法 

勉強室 勉強室 
苅田町消費生活相談窓口 
月・水・金曜日 午前9時～ 
TEL 093・434・6521 
（ ） 

今
回
は
特
に
相
談
の
多
い
ハ

ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求
最
新
手

口
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ハ
ガ
キ
の
最
初
に
『
電
子
消

費
料
金
未
納
分
訴
訟
最
終
通
達

書
』
ま
た
は
『
電
子
消
費
者
未

納
利
用
料
請
求
最
終
通
達
書
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

②
あ
た
か
も
実
在
す
る
よ
う
債

権
回
収
業
者
や
信
販
会
社
の
名

称
を
名
乗
っ
て
い
ま
す
。

③
「
法
務
省
認
可
通
達
書
」「
法

務
省
認
定
」「
法
務
大
臣
許
可
」

「
法
務
省
認
可
特
殊
法
人
」
な
ど

と
記
載
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
架
空
請
求
ハ
ガ

キ
に
対
す
る
最
も
有
効
な
対
策

は
今
ま
で
通
り
無
視
す
る
こ
と

で
す
。
こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
が

届
い
て
も
相
手
先
に
は
絶
対
に

電
話
連
絡
を
し
な
い
で
下
さ
い
。

●
消
費
相
談
受
付
件
数
　
　
　

2
0
0
4
年
10
月
　
53
件

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
ま
だ
ま
だ

架
空
請
求
が
続
い
て
い
ま
す
！

松
尾
憲
子
（
小
波
瀬
）

℡
0
9
3
0
・
2
5
・
3
8
6
0

塩
塚
　
誠
（
与
原
）

℡
0
9
3
0
・
2
2
・
5
1
0
1

猪
本
泰
子
（
下
片
島
）

℡
0
9
3
0
・
2
4
・
1
5
0
0

清
永
　
彰
（
神
田
町
）

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
0
9
2
7

12月4日～10日は人権週間です

人権推進課　TEL 093・434・1958



16.11.25 ⑯

☆
趣
旨

近
年
の
社
会
情
勢
と
し
て
、
少

子
・
高
齢
化
社
会
の
到
来
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
な
ど
の
課

題
が
発
生
し
、
各
自
治
体
に
お
い
て

は
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
あ
り
方
が
根
本

的
に
見
直
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
人
々
に

よ
っ
て
自
主
運
営
さ
れ
る
「
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
が

各
地
で
進
め
ら
れ
、
誰
も
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
の
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
環
境
が
実
現
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
か

ら
運
営
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
イ
ヴ
の
代
表
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
る
内
田
満
氏
に
経
験
談
を
ご
講
義

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
日
時
　
12
月
8
日
（
水
）

午
後
7
時
〜
8
時
40
分

☆
会
場
　
苅
田
町
中
央
公
民
館
　
第

5
研
修
室
（
苅
田
町
京
町
2
ー
5
）

℡
0
9
3
・
4
3
6
・
0
0
6
1

☆
対
象
　
体
育
協
会
、
体
育
指
導
委

員
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
関
係
者
、
行
政

関
係
者
、
そ
の
他
地
域
・
団
体
関
係

者
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
が
あ
る
一
般

の
方

☆
主
催
　
京
築
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
育
成
協
議
会
、
苅
田
町
教
育
委
員

会☆
日
程
　

・
受
付
　
午
後
6
時
45
分
〜
7
時

・
開
会
行
事
　

午
後
7
時
〜
7
時
10
分

・
講
義
　

午
後
7
時
10
分
〜
8
時
20
分

「
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
設
立
・
活
動
に
つ
い
て
」

講
師：

N
P
O
法
人
ス
ポ
ー
ツ
ウ

ェ
イ
ヴ
　
代
表
　
内
田
満
氏

・
質
疑
応
答

午
後
8
時
20
分
〜
8
時
30
分

・
閉
会
行
事

午
後
8
時
30
分
〜
8
時
40
分

☆
問
い
合
わ
せ
先
　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
2
4
9
3

※
当
日
、
車
で
お
越
し
の
方
は
苅
田

町
役
場
東
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

苅
田
町
秋
季
卓
球
大
会

●
期
日
　
10
月
24
日
（
日
）

●
場
所
　
苅
田
町
総
合
体
育
館

●
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会

シ
ン
グ
ル
ス

○
一
般
男
子
　
Ａ
級
①
有
延
光
司

（
苅
田
迷
球
会
）
②
楠
根
一
博
（
苅

田
迷
球
会
）
③
有
延
有
希
（
苅
田
迷

球
会
）
③
大
谷
幹
也
（
苅
田
迷
球
会
）

Ｂ
級
①
中
村
康
太
（
フ
リ
ー
）
②
柴

田
俊
作
（
苅
田
迷
球
会
）
③
村
田
翔

平
（
フ
リ
ー
）
③
有
延
健
志
（
苅
田

迷
球
会
）
Ｃ
級
①
宮
下
恵
典
（
日
産
）

②
飯
尾
勝
（
苅
田
卓
球
）
③
末
松
恒

夫
（
さ
つ
き
）
③
丸
尾
義
隆
（
苅
田

卓
球
）

○
一
般
女
子
　
Ａ
級
①
河
森
の
ぞ
み

（
苅
田
迷
球
会
）
②
多
田
光
希
（
苅

田
迷
球
会
）
③
末
次
美
樹
（
南
卓
ク

ラ
ブ
）
③
若
菜
幸
子
（
南
卓
ク
ラ
ブ
）

Ｂ
級
①
松
田
順
子
（
土
曜
ク
ラ
ブ
）

②
平
原
克
子
（
苅
田
卓
球
）
③
西
條

万
喜
子
（
南
卓
ク
ラ
ブ
）
③
竹
田
絹

枝
（
苅
田
卓
球
）
Ｃ
級
①
江
藤
紀
代

（
楽
遊
会
）
②
矢
野
菊
枝
（
南
卓
ク

ラ
ブ
）
③
山
崎
洋
子
（
南
卓
ク
ラ
ブ
）

③
高
崎
久
子
（
南
卓
ク
ラ
ブ
）

ダ
ブ
ル
ス

○
一
般
男
子
　
①
有
延
光
司
・
大
谷

幹
也
（
苅
田
迷
球
会
）
②
入
江
春

輝
・
有
延
友
希
（
苅
田
迷
球
会
）
③

有
延
大
夢
・
有
延
健
志
（
苅
田
迷
球

会
）
③
加
藤
博
・
森
田
雄
基
（
さ
つ

き
）

○
一
般
女
子
　
①
河
森
の
ぞ
み
・
多

田
光
希
（
苅
田
迷
球
会
）
②
柴
山
和

子
・
末
次
美
樹
（
南
卓
ク
ラ
ブ
）
③

大
路
直
子
・
丸
野
和
子
（
南
卓
ク
ラ

ブ
）
③
加
来
悦
子
・
相
浦
真
知
（
土

曜
ク
ラ
ブ
）

第
35
回
苅
田
町
サ
ッ
カ
ー
大
会

●
期
日
　
10
月
24
日
（
日
）

●
場
所
　
大
熊
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

新
津
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

●
主
催
　
苅
田
町
体
育
協
会

○
一
般
の
部
　

①
獅
子
丸

②
ス
ネ
オ
F
C

③
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

③
ネ
オ
F
C

大会
結果

 

京
築
地
区
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

育
成
協
議
会
全
体
研
修
会
開
催

▲男子優勝者

▲女子優勝者

SPORTS



指導 勧告 

公表 命令 

5万円以下 
の罰金 

従
わ
な
い
と
き 

従
わ
な
い
と
き 

 

従わないとき 

条例の仕組み 

⑰ 16.11.25

こ
の
条
例
を
Ｑ
＆
Ａ
方
式
で

説
明
し
ま
す
。

Ｑ：

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
条
例
を
作
っ

た
の
で
す
か
？

Ａ：
飼
い
犬
・
猫
の
ふ
ん
害
等
の
苦

情
に
対
し
て
散
歩
道
に
看
板
等
を
立

て
る
な
ど
し
て
啓
発
に
努
め
て
き
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
効
果
が
あ
が
ら
な

か
っ
た
た
め
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
ア

ッ
プ
や
環
境
美
化
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
こ
の
条
例
を
作
り
ま

し
た
。

Ｑ：

こ
の
条
例
が
実
施
さ
れ
る
の
は

い
つ
で
す
か
？

Ａ：

こ
の
条
例
は
平
成
17
年
1
月
1

日
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

Ｑ：

飼
い
主
の
責
任
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

Ａ：

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
犬
の
飼
い

主
の
責
任
と
猫
の
飼
い
主
の
責
任
で

分
け
て
説
明
し
ま
す
。

《
犬
の
飼
い
主
の
責
任
》

・

散
歩
中
は
ふ
ん
を
取
る
た
め
の

道
具
を
持
っ
て
お
く
。

・

ふ
ん
を
し
た
ら
必
ず
回
収
し
て

持
っ
て
帰
る
。

・

尿
で
汚
し
た
と
き
は
、
き
ち
ん

と
処
理
す
る
。

・
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
。

《
猫
の
飼
い
主
の
責
任
》

・

他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
う
。

Ｑ：

飼
い
犬
や
猫
が
自
分
の
家
の
前

な
ど
を
汚
す
の
を
見
た
と
き
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

Ａ：

原
状
回
復
の
た
め
、
飼
い
主
に

対
し
て
注
意
又
は
助
言
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
た
飼
い

主
は
責
任
を
果
た
す
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｑ：

こ
の
条
例
に
違
反
し
て
い
る
飼

い
主
に
対
し
て
、
町
は
ど
の
よ
う
な

措
置
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す

か
？

Ａ：

飼
い
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
い

る
飼
い
主
に
は
、
下
図
の
よ
う
に
必

要
な
措
置
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ
先

苅
田
町
役
場
　
環
境
保
全
課

℡
0
9
3
・
4
3
4
・
1
8
3
4

環境 
ま　　ち　 

お問い合わせは 
役場環境保全課まで 
TEL０９３・４３４・１８３４ 

「
苅
田
町
飼
い
犬
・
猫
の
ふ
ん

害
等
の
防
止
に
関
す
る
条
例
」

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

かんだ環境未来図の計画推進に参加しませんか？

「かんだ環境会議」及び「環境推進員」
委員を募集しています。

会議等は主に土・日曜日を予定していますが、

会議の中で決めていただきます。

詳細は10月25日号「広報かんだ」をご覧下さい。

☆申込用紙は次のところに用意しています。

・役場環境保全課　

・北公民館

・小波瀬コミュニティセンター

・西部公民館

☆応募締切　11月30日

※締切を過ぎた場合は環境保全課にご連絡下さ

い。

☆問い合わせ先　役場環境保全課

TEL093・434・1834（直通）

FAX093・436・3014（代表）
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消防 こちら消防本部です 
TEL０９３・４３４・０１１９ 

１１９番 

10
月
23
日
午
後
5
時
56
分
に
新
潟

県
中
越
地
方
に
お
い
て
Ｍ
6
・
8
の

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

最
大
震
度
6
強
を
観
測
す
る
余
震
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。
本
震
に
よ
り
建

物
の
崩
壊
や
土
砂
崩
れ
、
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン(

電
気
・
ガ
ス
・
通
信
・
放
送
・

上
、
下
水
道)

、
道
路
の
寸
断
が
起
こ

り
、
余
震
に
よ
る
2
次
災
害
で
た
く

さ
ん
の
死
傷
者
が
で
て
い
ま
す
。

地
震
に
よ
る
災
害
は
、
自
然
災
害

の
中
で
も
、
最
も
恐
ろ
し
い
も
の
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
地
震
の

発
生
が
突
発
的
で
あ
り
、
瞬
時
に
建

物
や
い
ろ
い
ろ
な
構
造
物
に
被
害
を

与
え
る
上
、
津
波
や
崖
崩
れ
、
火
災

な
ど
様
々
な
災
害
を
同
時
多
発
的
に

連
鎖
誘
発
す
る
た
め
で
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
為
に
地
域
の
避

難
場
所
の
把
握
、
身
を
守
る
術
を
、

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

地
震
か
ら
身
を
守
る
10
か
条

①
ま
ず
身
の
安
全
を

家
具
の
転
倒
な
ど
で
ケ
ガ
を
し
た

ら
火
の
始
末
や
避
難
行
動
に
支
障
が

生
じ
ま
す
。
家
の
中
の
家
具
類
な
ど

を
固
定
し
、
転
倒
、
移
動
防
止
策
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
火
の
始
末

普
段
か
ら
習
慣
づ
け
て
お
く
こ
と

が
大
切
。
火
元
付
近
に
燃
え
や
す
い
も

の
は
お
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
逃
げ
道
を
確
保

あ
わ
て
て
外
へ
飛
び
だ
さ
な
い
よ

う
に
、
ド
ア
や
窓
を
開
け
逃
げ
道
を

確
保
し
ま
し
ょ
う
。
と
く
に
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
で
は
出
口
の
確
保
が
重
要

で
す
。

④
火
が
で
た
ら
す
ぐ
消
火

も
し
火
災
が
発
生
し
て
も
天
井
に

燃
え
移
る
前
な
ら
慌
て
ず
に
初
期
消

火
し
ま
し
ょ
う
。
消
火
器
な
ど
の
消

火
用
具
の
備
え
は
忘
れ
ず
に
。

⑤
外
へ
逃
げ
る
時
は
慌
て
ず
に

慌
て
ず
に
落
ち
着
い
た
行
動
を
。

逃
げ
る
と
き
は
瓦
や
ガ
ラ
ス
、
看
板

な
ど
の
落
下
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑥
狭
い
路
地
や
ブ
ッ
ロ
ク
塀
に
は
近

づ
か
な
い

ブ
ッ
ロ
ク
塀
ぎ
わ
、
崖
、
川
べ
り
に

は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
山
崩
れ
、
崖
崩
れ
に
注
意

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
の
自
然

環
境
を
よ
く
知
っ
て
お
く
こ
と
が
2

次
災
害
の
防
止
に
は
大
切
で
す
。

⑧
避
難
は
徒
歩
で

避
難
は
徒
歩
で
行
い
、建
物
崩
壊
、

落
下
物
等
に
注
意
し
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

⑨
協
力
し
あ
っ
て
応
急
救
護

多
数
の
負
傷
者
が
で
れ
ば
病
院
な

ど
の
手
当
て
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
地
域
で
協
力
し
あ
い
応
急
手
当

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

⑩
正
し
い
情
報
を
聞
く

ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
等
か
ら
正
し
い

情
報
を
つ
か
み
、
的
確
な
行
動
を
と

り
ま
し
ょ
う
。

苅
田
町
避
難
場
所

各
避
難
圏
ご
と
の
避
難
所
を
次
の

よ
う
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

※
万
一
の
と
き
に
備
え
て
家
族
で
避

難
場
所
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

地
震
に
備
え
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平成15年 
前年比 

火災出動件数 救急出動件数 救助出動件数 その他出動件数 
区　分 

火災・救急・救助・その他　出動状況 （平成16年10月分） 

　 累計 
（１月～10月） 10月中 10月中 　 累計 

（１月～10月） 
　 累計 
（１月～10月） 
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苅田中学生が消防本部へ職場体験学習
進路指導の一環として、職場体験学習に苅田中学2

年生6人の男子生徒が苅田消防本部を訪れました。
消防本部の組織、規律、仕事の内容についての学習

に始まり、救急救命士を講師に心肺蘇生法、応急処置
の学習を行い、他にも消防車両の見学や、放水及び救
助等の各種訓練を体験し、「人の命を助けることは素
晴らしいことです。これからも頑張ってください。」
と感想を述べていました。

消防本部に7人目の「救急救命士」が誕生
10月27日の国家試験（第26回救

急救命士試験）に見事合格した、山
下誠一さん（消防副士長）です。
苅田町では救急件数が年々増加し

ています。突然の事故や病気などで
救急車を呼んだ時に「本当に良かっ
た、安心できた」と言われるような
救急隊員をめざし、救急救命士として頑張っていきた
いと熱意を語っています。
現在、苅田町消防本部で7人目の救急救命士として

活躍中です。

小波瀬コミュニティセンター 

神田町2ー9ー12 093ー436ー3981
苅田ブロック 

 

北公民館 

馬場ブロック 

南原ブロック 

与原ブロック 

片島ブロック 

白川ブロック 

避難圏 避　　難　　所 住　　所 電 話 番 号 
苅田小学校体育館 

馬場小学校体育館 

中央公民館 
南原小学校体育館 

総合福祉会館 
与原小学校体育館 

片島小学校体育館 
白川小学校体育館 

西部公民館 

若久町1ー3－7

馬場558
京町2ー5

富久町1ー4－9
尾倉4ー1－7

与原1582 
 新津1ー10
上片島1504

稲光357
鋤崎481ー1

093ー434－9000

093ー434－6247
093ー436－0061
093ー434－3781 
 093ー434－2350
0930ー22ー0399
0930ー23－1000
0930ー22ー2495
0930ー22－1071

0930ー23ー8100



身障者の日のイベント
★日時　12月11日（土）午前11時～午後3時

★場所　パンジープラザレストラン前

★内容　バザー、カレー、うどん、やきそば

（ステージ）おどり、カラオケ等

★問い合わせ先　玉井TEL0930・22・3607

ミニほのぼの展
創作作品展を開催いたします。ぜひお越しください。

★日時　11月27日（土）～12月1日（水）

午前10時～午後5時（最終日は午後3時まで）

★展示内容　創作人形、小物、ステンドグラス、陶器

※古布その他販売いたします。

★場所　ギャラリー梧朗（苅田町富久町2－9－17）

★問い合わせ先　ギャラリー梧朗　TEL093・434・6996

文化財講演会「伊都国と邪馬台国」
★日時　11月27日（土）午後1時30分～3時30分

★会場　三原文化会館大ホール

★講師　前九州歴史資料館　副館長　柳田康雄さん

★演題　伊都国と邪馬台国

★聴講料　無料

★共催　苅田町教育委員会　かんだ郷土史研究会

★問い合わせ先　文化係　TEL093・434・1982

郷土史研究会（幸）TEL093・434・5824

日産自動車（株）九州工場からのお知らせ
日産自動車（株）九州工場は増産対応のため、勤務時間が12

月～3月まで変更になります。

○従来の連続2交代勤務

（早番6時30分～15時　遅番16時05分～0時35分）を

○完全2交代勤務

（昼勤8時～17時　夜勤20時～5時）に変更になります。

この勤務に伴って、交通量が時間帯によって変化することが

予想されますので、ご承知おき戴きたく、お知らせいたします。

★問い合わせ先　

日産自動車（株）九州工場　総務課TEL093・435・1111

第2回ふれあい講演会
★日時　12月12日（月）午後1時～

★場所　三原文化会館大ホール

★内容　第一部　○音楽演奏（コーラス・ヴァイオリン・マリ

ンバ・ピアノ）○朗読（三輪町「虹の会」竹中圭子さん）ティ

ータイム（手作りケーキとコーヒーサービス） 第二部　○講

演会　講師　濱砂圭子さん（子づれde CHA・CHA・CHA編集

長）演題「子育て・親育ち・町づくり」

★入場料　無料（但し入場整理券あり）

★主催　苅田町ボランティア連絡協議会

★後援　苅田町教育委員会　苅田町社会福祉協議会

★問い合わせ先　苅田町ボランティア連絡協議会　事務局

TEL093・434・3776

※なお、当日は託児も用意していますので事前にお申し込み下

さい。

⑲ 16.11.25

伝言コーナー

水曜名画座（一般向け）
～第2回「ファン投票人気作品特集」～
1日　ハチ公物語　　　　　　　　　　　107分

監督：神山　征二郎
8日 デビル　　　　　　　　　　　　　 112分　

監督：アラン・Ｊ・パクラ
15日　Ａ．Ｉ．（日本語吹替版） 143分

主演：ハーレイ・ジョエル・オスメント
22日 ホーム・アローン4 （日本語吹替版）85分

主演：マイク・ワインバーグ
日曜子ども映画会
～第2回「ファン投票人気作品特集」～
5日　学校の怪談　　　　　　　　　　 101分
12日 ハットリくん+パーマン、プロゴルファー猿

99分
19日 金田一少年の事件簿 98分

～墓場島殺人事件
26日 美少女戦士セーラームーンＳｕｐｅｒＳ

68 分
冬休み子ども映画会
24日　キャスパーのクリスマス　　　　　 95分

[一般] さようなら2004、ウェルカム2005

今年もいろいろありました。アテネオリンピック

に異常気象。トリビアの泉や新撰組……そんな

2004年を代表する作品を選びました。同時に、

2005年を気持ちよく迎えられるよう、大掃除や年

賀状の書き方、料理などお助け本の特集もしていま

す。行く年を惜しみつつ、新しい年の準備をしては

いかがでしょう？

［児童］なんてったってクリスマス！！

やってきました。クリスマスが！子どもたちだけ

でなく、大人も心躍るこの季節。外はホワイトクリ

スマス。大きなもみの木の下にはたくさんのプレゼ

ントが……。焼きたての七面鳥やほっぺたが落ちそ

うなケーキ。トナカイがひくソリに乗ったサンタク

ロースの登場です。絵本の中はクリスマスの世界で

いっぱいです。

図書館情報

木曜日と金曜日は午後8時までご利
用できます。

図書館　 TEL093・436・0946

12月の映画会
（午後2時～AVホール）

特設コーナー



白石海岸を汚さないで
度重なる大型台風で苅田町唯一の砂浜白石海岸に予想もしなか

った大量のゴミが砂浜に打ち上げられました。いつもは毎月1回
婦人会が清掃を行いきれいな砂浜を守っていますが、今回の台風
でのあまりのゴミの多さに婦人会の要請もあり、区役員、水利組
合、老友役員等で台風の後片付けを行いましたが、今回のゴミは
人的作業だけで完全にもとのきれいな白石海岸にはもどらず、ま
た不法投棄も多く冷蔵庫・テレビ・パソコン・家電製品等大型の
ゴミが投棄されたいへん困っています。苅田町民の方が楽しく遊
びにこられるよう、もとのきれいな砂浜の白石海岸にしたいと思
っています。 （白石区）

■社協法律相談
★日時　12月6日（月）午後1時30分～4時30分
★場所 パンジープラザ　★相談員　弁護士　※電話予
約制で11月29日(月）午前8時30分から受付　先着8
人　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）

■社協心配ごと相談
★日時　12月7日（火）、14日（火）、21日（火）午
前10時～午後3時　★場所　パンジープラザ　★相談
員　民生児童委員、人権擁護委員、行政・母子・婦人
各相談委員※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）

■身体障害者心配ごと相談
★日時　12月7日（火）午後１時30分～4時　★場所
パンジープラザ　★相談員　苅田町身体障害者相談員
3人※当日電話相談も受け付けます。
（TEL093・434・3647）
■社協介護ホッと相談
★日時　12月4日（土）午前10時30分～12時　★
場所　パンジープラザ　★相談員　介護体験者 ※痴呆
を考える会「さくら」つどいと同時開催
■社協ふくし何でも相談会
★日時　12月17日（金）午前10時～午後1時　★場
所　エル苅田店内(リカーシヨップさくら横)★相談員
苅田町社協あんしんセンター担当職員　★問い合わせ
先　苅田町社会福祉協議会（TEL093・434・3641）

■京築地区福祉人材バンク職業紹介
★日時　12月20日（月）午前10時～12時　★場所
パンジープラザ　★問い合わせ先　京築地区福祉人材
バンク(TEL0930・23・8495）

■弁護士による無料法律相談
★日時　12月7日（火）午後1時～4時　★受付　当
日の午前9時から電話で予約（先着6人まで） ★場所
福岡法務局行橋支局相談室(行橋市大橋2丁目22－10）
★相談内容　法律問題全般　★問い合わせ・予約先
福岡法務局行橋支局（TEL0930・22・0476）
■福岡県巡回交通事故相談
★日時　12月24日（金）午前10時～午後4時（受付
は午後3時まで） ★行橋市総務課広報広聴係（行橋
市中央1丁目1－1） ★常設・福岡県交通事故相談所
（TEL092・643・3168）

■苅田商工会議所における出張年金相談
★日時　12月15日（水）午前１0時～午後3時　
★場所　苅田商工会議所　★問い合わせ先　小倉南社
会保険事務所（TEL093・471・8866）

無料相談日程無料相談日程 無料相談日程 

※母子健康手帳を持参してください 
※問い合わせ先　パンジープラザ  TEL０９３・４３６・５１１５ 

集団予防接種　受付 午後１時30分～2時 
　　　種　類　　　　　日　程　　　　　会　場　　　 
　ツベルクリン　　12月 14日(火）   　

 （判定・ＢＣＧ）   （16日（木）） 
 
乳幼児相談　受付 午前９時３０分～１０時 
　　相 談 名　　 　　  日　程　　　　　会　場 
赤ちゃん健康相談　12月  7日（火）パンジープラザ 
 
乳幼児健診　受付 午後１時３０分～２時会場 パンジープラザ 
健 診 名　　　　　日　程　　　　　対　象 
4か月児健診　　　  12月 1日（水） 
7か月児健診　　　　　     
１歳6か月児健診　　　   
3歳児健診　　　　　　  

乳幼児の予防接種乳幼児の予防接種・相談相談・健診日程健診日程 乳幼児の予防接種・相談・健診日程 

 
8日（水） 
15日（水） 
21日（火） 

Ｈ16.　4月生まれ 
Ｈ16.　7月生まれ 

Ｈ15.　5月生まれ 
Ｈ13. 11月生まれ 

パンジープラザ 
パンジープラザ 

役場代表番号（案内） 
TEL ０９３・４３４・１１１１ 
FAX ０９３・４３６・３０１４ 
ホームページ 
http://www.town.kanda.lg.jp

広報かんだ　 
発行／苅田町 
編集／情報政策室おしらせ係 
〒800-0392 
苅田町富久町１丁目19番地１ 
TEL０９３・４３４・１９２１ 

人のうごき
（10月末現在）
出生　 36人
死亡 21人
転入 121人
転出　　136人
人口34,982人
男 17,124人
女 17,858人

世帯数13,804世帯
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■補聴器相談
★日時　12月14日（火）、21日（火）、28日（火）午後3時～3時30分（2
回目は午後3時～4時）
★場所　パンジープラザ　
★問い合わせ先パンジープラザ　（TEL093・436・5115）


